
 

 

 

「天の軍勢のもう一つの働き」                         牧師 小林 政和 

『しかしイエスは、彼らに言われた。「あなた方で、何か食べる物を上げなさい」』。彼らは言い
ました。「私たちには５つのパンと２匹の魚のほか何もありません。」 それは、男だけでおよそ５
千人もいたからです。それからイエスは、５つのパンと２匹の魚を取り、天を見上げ、それらを祝
福して裂き、群衆に配るように弟子たちに与えられました。 人々はみな食べて満腹しました（ル
カ９・１３－１７）。この話はイエスが「5つのパンと２匹の魚」を５千人の人に給食した奇跡です。こ
の時、神の国では天の軍勢は大忙しで、彼らのいる霊的世界（神の国）で５千人の給食を作られ
たのです。イエスだけが天上（神の国）と地上の接点を持っておられ、神の子イエスが祝福の祈
りをすると、天上のものを地上で手に入れることができたのです。イエスがパンを割くと新しいパンが増えていきます。
神の国から地上にパンが押し出されて来て、イエスだけが入手することができ、弟子たちに渡されました。魚もイエス
が割くと新しい魚が増え（神の国から地上に魚が押し出されて）、イエスだけが入手することができ、弟子たちに渡され
ました。男だけで５千人で、女性と子供を加えると１万人の給食を出したことになります。全員が満腹したのです。 

エリシャのところにアラムの軍隊が襲ってきました。『神の人の召使いが、朝早く起きて外に出ると、なんと馬と戦車
と大軍がその町を包囲していました。若い者が「ああ、ご主人さま。どうしたらよいでしょう」と言います。 すると彼は、
「恐れるな。私たちと共にいる者は、彼らと共にいる者より多いのだから」と言いました。 そして、エリシャは祈って主
に願います。主がその若い者の目を開かれたので、彼が見ると、火の馬と戦車がエリシャを取り巻いて山に満ちてい
ました』（Ⅱ列王記６・１５－１７）。これが「天の軍勢」なのです。エリシャのような預言者に祈ってもらわねば、私たちと
は次元が違いますから、天の軍勢を見ることができません。ある時は軍隊になり、ある時は料理人になってくれるので
す。私たちの身近にいるのは確かです。 

どなたでも  ご自由にお入り 
下さい。 お待ちしております。 

日曜日・午前１０時３０分・礼拝 

水曜日・午後１時３０分・祈祷会 
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「だれが、私たちを罪ありとするのですか。死んでくださっ
た方、いや、よみがえられた方であるキリスト・イエスが、神
の右の座に着き、しかも私たちのために、とりなしていてくだ
さるのです。」 

   （ローマ書８章３４節） 

 

 

 

２０２６（令和８）年１月３１日   

ミルトスは、水がなくても育つ強い木で
あることから不死のイメージがあり、祝福
と繁栄の象徴の木と言われている。 

１月６日（火） 野﨑宅家庭
集会 

野﨑姉が八千代市内に移転し
てきてから今回は３回目です。教
会から車で１５分の近さなので、
これからは毎月行うことになりま
した。讃美歌を歌い、小林牧師の
メッセージを聞き、お祈りをして実
りある豊かな時を過ごすことが出
来ました。感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

教会の花 

(１月１日撮影、 

下橋) 

 

１月１日（木） 新年礼拝 
いつものように、小林牧師の新年のあいさつに始まり、礼拝が行われまし 

た。年の初めには、教会で「新年礼拝」が恒例になっています。新年に相応 

しい、厳かで清々しい１年の門出になりました。神さまのご加護と、お導きが 

ありますように。 

終了後のお茶会は新年に相応しく、お雑煮と手作りの料 

理を頂き、皆で今年１年の抱負を話し合いました。（下橋） 

１月１１日（日） 「新年合同礼拝・成人式」 

 1月 11日（日）に、連合センター（練馬バプテスト 

教会）において、次のように行われました。 

第１部 新年合同礼拝 

東京地区連合の３０教会の信者が集まり、狩野 

久子師（町田金井バプテスト教会）を通し、ローマ８ 

章３４節からメッセージを頂戴しました。 

第２部 成人式 

今年２０歳を迎える１６人の男女に、地区連合委員 

長等から祝辞が述べられ、うち出席者７人が２０歳に 

なった喜び、抱負などを語りました。ある成人者の母 

親から今まで育ってきた喜びが語られ、その子（成人者）から、これまでの育ててくれた 

感謝が述べられ、最後は親子でハグし合う涙の対面シーンがありました。（小林） 
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編集後記：毎月発行のこの「教会だより」は、今月で６０号を迎えました。ちょうど５年前に３人の編集委員で始まりました。小林牧師
が「メッセージ」「スケジュール・祈って下さい」と「メンバー紹介」の依頼記事を、池田委員は「３分間講座」と全体の校正を、私・下橋
は「ニュース」「編集後記」の記事とパソコンで編集作成を、それぞれ担当しています。原則、最後の日曜日に発送しています。目下
３年４か月後の１００号を目標に頑張っています。目標が達成できるよう見守って下さい。神さまのご加護がありますように。（下橋） 

（下橋） 

高齢者の健康で注意することは、食事と運動と言われています。食事は腹八分目、良質のたんぱく質と野菜果物をしっかり採る事
です。とかく口当たりの良い物はほとんどが炭水化物です。食べ過ぎの肥満は大敵です。運動は程よいストレッチ、速足での散歩が
効果的です。あとは「主」に委ね、祈りましょう。イライラしないでゆったり過ごすことです。（下橋） 

メンバー紹介    「成人式を迎えて」                            河手真愛                  

パパとママへ 

まずは、いつも本当にありがとうございます。 

今、私が元気に笑って過ごせているのも、二人が美味しいご飯や温かいお風呂、綺麗な洋
服を用意してくれているおかげです。何気ない毎日を当たり前のように過ごせていることがどれ
ほど幸せなことなのかを、今になって強く感じています。日々の生活の中で、たくさんの気遣い
や励まし、そして変わらない愛情を注いでくれていることに、心から感謝しています。 

落ち込んだ時や諦めたいと思った時も、二人の温かい笑顔やさりげない優しさに背中を押し
てもらい、ここまで乗り越えてくることができました。一人ではきっと、ここまで前を向いて進むこ
とはできなかったと思います。 

ワガママで自由奔放なところもある私なので、二人に心配をかけてしまうことがあるかもしれ
ませんが、自分なりに頑張り、少しずつ成長して、二人に一つでも多く恩を返していきたいと思
います。これからも体に気をつけて、元気でいてね。   

 

３分間講座      黒人霊歌 「深い河 Deep River」 

歌い出しで、呼びかけるように始まる黒人霊歌「ディープ リバー：深い河」は古くからある歌で、２０世紀の前半にブル

ース、ジャズなどの要素が加味されて、ソロあるいは合唱曲としていまも盛んに歌われています。 

その歌詞は ＜深い河よ、私の故郷はヨルダン川の彼方にある。主よ、私は河を越えて約束の地へ行きたい。おまえ

もその地に行きたいと思わないのかい。その地は福音にあふれ、すべてのものが平和であることが約束されている ＞ 

というものです。この歌詞は、奴隷の状態におかれていたイスラエルの民が、モーセ(それを継いだヨシュア)に率いられ

てエジプトを脱出。ヨルダン河を渡って、乳と蜜が流れる約束の地(申命記１１：９)へ行くシーンを唄ったもので、苦難を乗

り越えその先での平和を熱望する様が見て取れます。１６１０年以降に遠いアフリカから米大陸に運ばれ、毎日奴隷とし

て辛い労働を強いられている自分たちにとって、イスラエルの民が味わったみじめな

境遇が、心の中でオーバーラップしてくるのです。黒人霊歌は１日のハードな労働を

終え、僅かばかりの休息の時間に仲間が集まる中で、自然発生的に生まれてきたも

ので、南部に比べてゆるやかな環境だと聞く大陸北部に逃れ、神のもとで暮らしたい

との願望が、この「ディープ リバー」の詩に隠されているといいます。神に祈る歌は無

条件に美しく聞こえます。偶然にも、米大陸の南部と北部に接するるノースカロライナ

州には、「ヨルダン川」という名の川があります。ただし信仰の世界には縁遠いようで

すが。 

 この歌に触発された作家の遠藤周作は、晩年に、かねてから関心があったインドを

舞台にした小説「深い川」を書いています。「日本人でありながらキリスト教徒である矛

盾」が人生のテーマだった遠藤の、新しいキリスト教像が描かれた作品として注目さ

れました。 （池田）  ヨルダン川の一風景 

 

 

 

 

 

 

教会及び連合のスケジュール（予定） 

１１月０３日（月）～０４日（火） 連合２０２６年度予算総会 

１１月０９日（日） 召天者合同記念会 

１１月１０日（月） 東京地区牧師会＆地区連合委員会 

１１月２３日（日） 大掃除 

１1月３０日（日）～１２月２４日（水） アドベント（待降節） 

１２月２１日（日） クリスマス礼拝＆祝会 

１２月２４日（水） クリスマスイブ（燭火）礼拝 

０１月０１日（木） 新年礼拝 

０１月１１日（日） 新年合同礼拝及び成人式 

０１月１５日（木） 横田早紀江姉を囲む祈り会 

０２月２４日（火）～２６日（木） 教職セミナー（於：小田原市・天 

成園） 

０４月０５日（日）イースター（復活祭） 

 

１２月２１日（日） クリスマス礼拝・祝会  

１２月２４日（水） クリスマス・イブ礼拝  

１２月２８日（日） 本年最後の礼拝、ミルトス５９号発行・発送 

 

 

 

 
 

祈って下さい 

１）「バプテスト教会連合５４教会の祈祷課題」が、み心にそって実現
しますように 

２）上福岡教会の渋谷昌史師と三郷教会の大澤美保夫人の、抗が
ん剤治療が副作用なく用いられ、健康が回復できますように 

３） ロシア軍に侵攻されているウクライナに、平和が回復するように 

４）イスラエルとパレスチナのハマスとの間での停戦・平和が実現で
きますように 

５）横田めぐみさんはじめ拉致被害者の方々が、早く家族のもとに帰
れるように 

６）求道者が救われるように、特に奥田順一兄、池田英穂兄が受洗
できるように 

７）洗礼を受けられた 「八木明子」姉の信仰の成長のために 

８）成田のグループ・ホームにいる安藤真大兄の歩行機能が、リハ
ビリできますように 

 

 

 

 
 


